
　神奈川県立花と緑のふれあいセンターは、
鑑賞植物等の収集及び野菜、果樹等の栽培状
況等の展示を通じて、花と緑を暮らしの中に
取り入れるための情報を提供することを目的
に整備された施設であり、平成22年にオープ
ンしました。また、その施設の整備や維持管
理・運営などについては、民間事業者による
PFI 事業により行われています。
　視察においては、神奈川県環境農政局の副
課長による講義のあと、実際に施設を見学す
ることができました。驚いたのは、とても広
く、素晴らしい施設でありましたが、見込みよ
り入園者が少ないため、オープン当初から事
業収支が黒字化していないことでありました。

視察を終えて
　本市でも検討しているPFI 事業による施設状
況を学び、大変有意義な研修でありました。
今後も、市民の様々な意見を事業に反映でき
るよう、有効な山梨県緑化センター跡地活用
にむけ、研究していきたいと思います。

　神奈川県立近代美術館は鎌倉の本館、別
館、そして葉山の新館と３つの館の連携で活
動が展開される、全国でも数少ない「ネット
ワーク型」美術館です。美術館建設事業では
ＰＦＩの手法が導入され、県が敷地と施設を所
有し、民間事業者が、建設と維持管理、美術
館支援事務を負担するという事業です。印象
的だったのは、資料の収集と情報の発信拠点
を備えた美術図書室、多彩な視聴覚設備を備
える講堂や保存技術の粋を集めた収蔵庫など
最新の美術館施設となっていました。

視察を終えて
　近代美術館副館長の「PFI 事業において、
民間事業者への要求水準書の作成は大変難し
い。また、公立として美術館を建設するにあ
たり、構造的に行政の持ち出しはあるものであ
り、全国的に見ても、美術館経営は、鑑賞料
だけでの経営は難しい。」との説明は今後の参
考になりました。これからの特別委員会での調
査、研究に活かしていきたいと思います。
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